
計画10･1

マカクザルの約兆微細構造の比較によ

る純子競争仮説の検討

校本知朗､中野まゆみ､長戸['k和 (束海大 ･医 ･

形態)､松林清明 (京都大 ･霊長研)

オス問でメスへの性的アクセスをめ(･る競争が

きびしい種では､精子競争の過程が性器形態の成

立に関与するとの仮説が提唱されている｡しかし､

純典における精子形成の活動と繁殖成功をめそる

争いがどのように関連しているかは明らかではな

い｡そこで､この仮説を検証する手始めに､比較

のための精巣の微細構造による精子形成の指標を

求めることを試みた｡

今年度までに､実験殺､あるいは病死した霊

長規から精典組織を採取した(Hominoidea:4校

cercopithecoidea:7種､ceboidea:2校､prosimii:2

校)｡標本はフォルマリンで固定､パラフィン包

埋､4iLm で薄切し､通常のヘマトキシリン･エ

オシン染色のほか､先体を統察するため PAS一ヘ

マトキシリン染色も行った｡さらに､精子形成を

制御すると言われるセリトリ細胞の活性を見るた

めにアンドロゲンリセプターを組餓化学的な手法

で染め､またTUNEL法によってアポトシス像に

ついても検討した｡

その結果､精細管総延長は､同属の各種では

変只が少なかった｡一方､間細胞の密度､･先体の

頃､活発に精子形成する精細管の割合､精子形成

が行われていない精細管の割合は､種差や個体差

が大きかったO精巣のおもな機能は､精子形成と

アンドロゲンの産生であり､また､先体の鼠は純

子の授精能に関わる｡本研究によって､これらの

それぞれを明掛 こ示す尼低限の指梓が狩られたも

のと考えられる｡

計画10･2

DNA分析によるヒヒとマカクの遺伝学

的E･苑の定見的僻析

打も帥J英子,山本 敏充,野滞 秀樹,

勝又 我班 (名古屋大･医･法医学)

アフリカの霊長畑のうちヒヒとマカクを中心と

した10種,23個体から抽山したゲノムDNAについ

てHLA-DQAl座位の那 2エクソン領域の変異を

reverse⊂bt七lothybridizntion法をFT7いた市販の型判

定キットにより検出した.

10種の忠正軌 olivebabwn(3敢),yell(Ⅳ batm n(2

敢),sykesmonkey(6頭:bluesykes,Ⅰく洲landsykes,

rdghlandsykes各2軒).blackmar唱abey(1頭),grey-

cheeked mangatxy (2頭), black･white ∞lobus

morkey(2igi),A出払n green monkey(3承),De

Braz2a-s monkey (2頭), geladA babwn(1頭),

hmadr叩Sbatxx)n(l頭)から末梢血を採取し,DNA

を抽出した.Am pliT叩cfm -DQ(ユkitによるPCR

増幅及びタイピングはプロトコールに従って行っ

たが,hybridiZntiorl及び洗浄の氾皮は55から50oCに

下げて行った.

蕃研究で用いた条件では,すべてのDNA試料で

増幅することができ,塩韮配列特興的プローブの

反応に強弱はみられるものの,いずれの試料も型

判定が可能であった.yellcwbatxxlnの1個体(1.3,4

型)及びblack-wI山e00lcbtBmOnkeyの1個体(1.1,1.3

壁)を除く全ての個体で,1.2型のアリルがヘテロ

あるいはホモ接合体として枕解された.また,4型

が検出されたものは,yellcw batm n(1.3,4型),

DeBraznIsmohkey(1.2,4型),hamadryasbatxx)n

(1.2,4型)の計3個体であった.他はいずれも1型の

サブタイプのアリルで,2型及び3型のアリルは全

く検出されなかった.
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